
◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

法
律
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無

報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
任
期
は
３
年
間
で
、

３
年
ご
と
に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
生
活
の
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て
の
不
安

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
専
門
的
な
技
能
や

資
格
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
相
談
の
内
容

に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
専
門
機
関

に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
し
ま
す
。

◆
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
こ
と
や
近
所
の
こ
と
で
何
か
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
１
日
付
け
で
、
一
部
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
交
代
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
４
年
11
月
30
日（
水
）ま
で
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

問い合わせ先
役場健康福祉課

☎９６２－０２３９（直）

中央駅西
田中　亜祐子

三代 －１
中村　至

ファーネスト新宮
竹井　博子

中央駅前
瀧本　若菜

原上
原　義文

上府 －３
市川　理

花立花
井上　静夫

上府 －２
永富　伸二

緑ケ浜 －３
若林　繁人

立花口
髙木　克宣

上府 －１
渡　尚文

緑ケ浜 －２
飯野　芙美

的野
四家　完治

三代 －２
文野　惠美子

緑ケ浜 －１
嶋田　順子

新
し
い
委
員よつば

月野木　太

6



　

ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
、
任
期
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
、
県

知
事
お
よ
び
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

夜臼１－１
城戸　惠美子

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

４
期（
10
年
７
か
月
）

　

○

田
忠
衛（
相
島
）

３
期（
７
年
５
か
月
）

　

○
髙
木
幸
一（
杜
の
宮
）

２
期（
６
年
）

　

○
近
藤
康
子（
桜
山
手
）

　

○
常
岡
英
之（
新
宮
）

県
知
事
感
謝
状

１
期（
３
年
）

　

○
田
村
興
市（
中
央
駅
前
）

　

○
安
部
能
成（
的
野
）

　

○
仲
光
和
文（
立
花
口
）

　

○
草
場
徹（
原
上
）

　

○
阿
部
正
實（
三
代
－
１
）

　

○
山
中
憲
太
郎（
三
代
－
2
）

　

○
安
武
德
昌（
上
府
－
１
）

　

○
森
隆
昭（
上
府
－
2
）

　

○
吉
田
祐
一（
中
央
駅
西
）

　

○
川
島
恭
子（
夜
臼
１
－
３
）

　

○
江
川
美
佐
子（
下
府
１
－
２
）

　

○
占
部
正
之（
湊
）

退
任
す
る
委
員

※
敬
称
略
、（　

）内
は
担
当
地
区

下府１－２
長野　八重子

パークシティ
石川　玲子

主任児童委員
森　恭弘

下府１－１
竹ノ上　彰

主任児童委員
西津　清美

夜臼４
池本　勝利

湊坂 －２
中島　環

相島
田　美惠子

夜臼３
髙杢　和男

湊坂 －１
髙下　啓子

湊
落石　三生

下府２－２
久留　章子

新宮
森　光枝

下府２－１
伊藤　静子

杜の宮
瀨尾　直行

夜臼１－３
田野　愛

夜臼１－２
杷野　一彦

夜臼１－４
田中　行義

夜臼２
池田　義則

※
敬
称
略

※
桜
山
手
区
は
未
定
で
す
。
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